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フヰブロインゾルの粘度と精練との關係に就きて

■

井上柳梧

北澤孝一

緒　　　　　言

　純精なるフヰプロインの調製には非常に困難の絆ふものにして1“ischey（1）及びSkiもa爾氏も加墜の

許に充分糟練したる絹も術ほ約5％のセリシンを含有して居ると総して居る。フヰプロインを圓続し

て居るセリシンは7ヰプロインと同様に一種の蛋白質であつて共性質が爾ほ不明なる黙が多々有る爲

めに其精練方法も亦多種多檬であつて従つて繭暦のフヰプロインの含量の如きものts　一一定の値を輿え

なV・のである。次に参考の爲め諸研究春によりて診覧みられたる精練法及是れによりて得られ苑るフヰ

プロインの％を記載する。Vignon（2）は10瓦の繭暦を1500G・c・の申牲の石鹸15瓦の浴で30分聞煮沸し次

に湯熱にて洗瀞しb次に微温湯にて洗ひよく絞り再び新鮮なる石鹸浴で同一の操作を反復し水で丁・寧

に洗諜し稀蜷酸にて魔理し再び水にて洗ひ75％のアルコールで二度洗ひて75％のフヰプロインを得て

ゐる。〕近ulder③は熟水、エーテル、アルコールにて虞理せる絹を氷酷酸にて精練して53・35％のフヰプ

ロインを得たる事を記載して居る。S七aedeler④は5％の苛，臨曹達にて24時間浸漬して後取出し絞り稀

魏酸に浸漬して後水洗し42％及至50％のフヰプロインを得てゐる。Cramor”5）は133°Gにて精練を行ひ

生懸の66％のフヰプロ・fンを求めてゐる。Francezon（1fi）は屑鹸で二度精練を行ひ後酷酸にて虞理し

75｝6のブヰプロインを得てゐる。Milan（6）に於ける墨術委員會の報告によれば飼育法環境共他の異る

に依りてフヰプロィンの彙に攣化があり73％－84％であると網してゐる。倫3％の石鹸溶液に溶ける

物質としてzp均22．865％を記鋒してゐる。　Silbermai　nC7）は白繭の最も瘤通の精練・方法は30％の石鹸

俗を用ひ100°で五回塵理するか或は10％の石鹸2．5％の曹達で暖V・位の温度に於て3回庭理して最後に

15％の石鹸で2時間袋の中に入れて資沸するが宜しいと報告してゐる。同氏は亦石鹸を倹約する爲に

アンモ昌ヤ或は炭酸アンモSヤを用ひ加墜精練する事が出來るとも言つて居る。而して白繭のフヰブ

uイン量は73．与9％黄繭は70。08％であると報告してゐる。（s）Cornelins　Gruenwalclは石鹸は絹の35％

及至50％を限度とし華氏200度及至205度で1時聞乃至2時艮日浸漬する。眉鹸は中性の01ive　oiユ或はOI

eic　acidのものを使用しアルカリ度はPH9．0以上を越えてはならぬと謂つて居る・叉（9）0・Cinci

nn舗iが石鹸精練の各要素に就て試みたる試験結果の概括を見ると1．水は絶鋼的に軟水。2．石鹸は28

％－35％が経濟的で且禽効である。3．アルカリを加ふる事は経濟と時聞の像約の爲に行ふが滴當なる

精練方法ではな．V・04．濃度は200－210つF。瓢5．時間ば濃慶と齋接な關係あるも探算黒lliに於て定むべき

でt’用とレては20％の石鹸で2時聞虞理すると描足の結果が得られる。6・蝿判ミは絹の摩擦の原因とな

るから最小に止むべきである。7，洗源は絶劉的に行ふべきで殊に錫の増量の時に於て然り。叉1の古谷

教授に依りて示されたる酸練の一例を引用すると材料の50倍彙に相當する一齢規定の櫨酸溶液を淵め

微漉に於て材料を投入し翻かに携拝し乍ら加熟し極く鞭1く煮沸せしめ1・五分間庭理し之を引ヒげ粗洗

し脆水する。次に調製したる炭酸曹蓬の濫1浴中に投入し蝿拝し幾留する酸を中和し遡當なる石鹸液を

加へ常法に從つて仕上げ練を行ふo
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　酵素総細断辮も實川とされて属る・酵紫としては（1・・［P・nereati・・M・t・se，　1’r・七・・…，　Lil）　ase

Bacterio－trypsinが｛吏用され余等の今回供試したるChraritiJiも亦充分實用的に｛吏用し得るものと

思はる。工業的精練方法に就て（i］　（11L三挙丈氏¢？薯書があゆ、CI2t，角替利策、　q3．高橋武姐氏も亦絹の石

1緬1練にオ沁て報崇身されて居るo

　生糸¢）練減瞼査法は原量に劉し2．5割のwル七イユ眉鹸を用ひ生糸を麻袋に入れ、てt四十分聞煮沸す

る・eの工髄殿したる後に齢にノLそ孟の瀕嫡繊は酷轍は漉酸を溶解Leの榊に前生
糸を浸し順次毒罵浴孟o浴に浸して石鹸分を取り除く。

　以上鍾々なる方法が考案されてゐる。これ等の精練目的が多くの塩合綴物原料としての糞感を増加

し絹の本質を充分獲揮せしむる爲に行ふのである故に精練結果の制定として肉眼による槍定（撚練と

経瞼とによる），顯微鏡的瞼査、強力、仲度、光澤、色澤、鯛感或は趣味等に依り論じられて居る、然し

ながらフヰプロインの理肇的性質特に其繊維性（Faserige　Beschafibnlleit）或は共崩嬢（Depolyme

risa七ior｝）或は共攣質の程度を示すに適當なる方法帥ち恒鍛の研究に到つては甚だ少い。高橋氏（1・1）は

ll（遭血au且が獲見したるフヰプロインの沃慶に樹する親和力の大なる性質を利用してフヰブnイン

の繊維姓を研究されて居る。㈹著者等も㈹Heerlnauパが試みたる「ranuic　acidの吸牧性を早期1：

籏慧のフヰブmインに就て行ひて共の性質の一一部を示し碍る事を報告せり。

　余等は今回次に記載せるが如き精練方法に依りて得たるフヰプロインの［ieowes　reagent　tcて作れ

るゾルの粘度を測定し精練工程の如何が微妙に關係する事を磯見し得たるを以て此塵に公表するもの

である。

　實駿並に考察

　Loowes　reagen七は次の様に作つたのである。苛性曹建4％グリセロール5％及銅3，71％の割合に滉

合したのである・撚して1其溶液の粘度はOs七wald氏粘度計を使用し30・Cに於て2．7秒を要するも

のである。但し同粘度計は30つCに於て蒸溜水5c・c・が落下するに2秒を要するものである。

　フヰプロ・fン0・5瓦を以ヒの試藥10c・c・に溶解L30°C士0．5の恒温槽中にて30分聞放置する、かくし

て碍たるフヰプロィンゾル5c・c・を探りて第一回の測定を行ぴ後30分間毎に其＊’i度の攣化を測定した

のである、かくして得たる比粘度は水の傷合を1として比較したのである。

表剛長力は3j°Clc於てD・N・・y氏の表醐勧測薙肱働て行ひたり。

　フヰブPインは春期の生繭の繭膳を原料とし出來得る丈純精になし是れを乾燥せる室内に同一の方

法にて貯へ水分10，12－10，30％を含有せるものである。

　第一一τ鹸に依る精練と粘度

　A．石鹸の使用量を攣化せしめたる時、

　内容5000・c・のビーカーを取り蒸溜水200c・c・を涯力IIし是れに無水繭暦4，95瓦を加へ貴沸1博間1時

聞3〔〕分、此闇蒸獲する水分を別に用意したる湯にて補ふ。而して五分闇に一回各嘔均一なる作用を受

くる檬注意して蝿絆を行ふ。其後熱腸微温腸にて順次洗瀞しだ。

五．醜．竺」剣湘1・，1・・25r・・5「町コ・言　P
石鹸の原料に封する％　　　ltし｛｝
精　　練　　後　　の　　重　　鶯　　　　3．87f，5
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測服・・分・瑠披i・…
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黙1：1：：1：燦li；il　lllピ斜

　以上の關係を第一一瞬1に横軸i：に染1鹸使用最、縦軸．1：に練減粘度をとりて示す。以下の圓は之にヱ1隻

すも練減は共の使用量と共に増加するも1CO％の如き極端なる鵬合・は返つて減少する。粘度は練減と

反比例の關係にありよく精練されたるものの粘度は低い誹が明に蒋取される。石鹸量も23％乃至509δ

の闇が有効である事が解るo

第一圖

練
誠
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　　　　　　　　　　　　　　　　1分分分
5　10　　　25　　　　　　50　　　　　　　　　　　　　ユ0〔｝　　　　　　餐li謬を後

　　一〉　石鹸使用瀧％

　13。時間の一長i短による差異と粘度o

蒸溜ノk200c．c．無水il【ll暦4．95gr．不1鹸］gr．（B劃…｝1に封して2割）を加ふ。共他A｝τ準す。

kE巽・1聖時間t・e　分i・・時1副・1時問1・llll　Ill】

ll攣♂劃　囎！潔　　燦
エヒ　＊i！i　度305JN　後

1　時問　同

工1曝30分同
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31時葦r旧1司
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3。15　’1　　2。s5　　1　　3．コo

・．・5　　　8．・・　1　・．75
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練
減
％
　24↑

e22

騨

＼ 一一

／一

第　　ご　　圃　　　　　　　　　　　上表を第二二圃に現す。精練特間の糟加1こ從ひ

　　　　　　　　　　　　　　　　て練減は塘加するも共量は少い。この宴は粘度

　　　　　　　　　　　比　　　　に影響して共差も至つて少い。石鹸の量を増裁

　　　　　　　　　　　9粘　　　　　したる蠣含も共虞理時「副を攣化したる塩合も粘

　　　　　　　　　　　度　　　度は時間の維過に從ひ各颪の典差が段k少くな

　　　　　　　　　　　7↑　　　　る。

　　　　　　　　　　　　t

　　　　　　　　　　　　　　5
　　　　　　　　　　　　　　　　11

　　　　　　　　　　　　　　3育

　　　　　　　　　　　　　　　　きさ

　　　　　　　　　　　　　　1　分分
10分　　ユ時　　2踏　　3時　　　後後
　　一一→　瞳r旧

　第二　炭酸酋逮に依る精練と粘度。

蒸溜水200GG．無水繭暦4，95瓦塵理時闇1時30分閣、炭酸曹達は無水表酸喪蓮を使用。

炭酸髄使川叢1・…瓦1…51…　1…　1・・5
糟線後憲量
練　減　歩　合

比粘度30分後
y．1懸　問　岡

1時30分同
2　時　間　同

2時30分岡
3　時　間　　同

3時30分同

一　　　　　　　　1　－．．、．一‘隔．．』－v＿　　　　．　　．　＿＿一、一一一一　　　　　＿一一一．＿一　　一一一一．＿＿，＿一一

tl．．2d、k3瓦　　，1．：t33d，　　3，92｝，益　｛　3．7562

コ4．25　　、6．div　　20．6・　1　ta・1．．ユ・

10　．7　o「

6．30

4．60

3，90

3。50

3．25

3，10

8．70

5．60　　　　　　　　 5．30

d，．4（，　　　　　1　　　　　－t．35

3．75　　　　　　　　　　　3．60

3．35　　　　　　　　 3．25

3．1Q　　　　　　　　　　　3．05

2　，9　「0　　　　　　　2．80

7．80　　　　　　　　4，50

3．70

3．30

2．9｛｝

’A　．7　0

2．50

2．40

3。6D（io

25．45

3．20

2．90

2．65

2．50

2．丞0

2．30

2．2【〕

　　　　　第　三　圃　　　　　　上表聯ヨ御と示す。

↓

1・5
　　　響＼こ＼　　　 川　蹴翻勅法一、1・、、，、　SI，f；・

一一一・－T＞一．ts－．．L」mm一尋・ u補・畑居蹴裏
　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、後後後　　　書きするものである。EV

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　ちフヰプロインの理學的
9．〔｝10．25｛L5　　　　　1．0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．5



窮二號〕　　　　　　　　　　フヰプロインゾルの粘度と雑練との蘭係に就きで　　　　　　　　　　　　　73

挫質と見るべきものが撮傷せられて共結果が粘度に現れるものと思考する。

　第三硫酸に依る欝練と冴lll渡

溶液20000．無オ醐層4．95瓦、煮沸時1融r搬1、庭理時聞r購琶判死且つ蒸獲したる水を補滝・。

‘　　　層需ny・：　　　’　『一．…1－一一一　’「　　　　　一隅．　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　、．T，dW．．．

一．．．一＿＿＿．＿一

ﾛ…＿鑑罫三・g甘一上．鑑・・讐L」’ 署吹E1・…

精　練　後　窺　量
練　　減　　歩　　合

比粘度30分後
：L　　時　　 岡　同

1　1晦30分同
2　　時　　間同
2 1聯3（》分同
3　　時　　間　同

3　時　30　分同
4　　時　　間　岡

・1　r懸30分同
5　　時　　1旧　同

5肝芋30分置i
6　　時　　 問　同

6　11b・30分同

3．6699　　　　　　　　　　　　　　　　3．7591　　　　　　　　　　　　　　　　3，9ぴ67

…55．S6　　　　　　　　　　　　　　　　　2｛亀，U5　　　　　　　　　　　　　　　　　19，25

2。80　　1　　3．8　　　　　8。95
2．60

2．45

2，35

2．20

2」5

2。05

2．00

2．〔｝0

2．OO

2．00

2，00

2．00

3．3　　　　　　　　　｛S．30

　　　　　　2．85　　　　　　　　　i　　　　　　　　4。80

2．70i生，：1〔｝
2・60　　1　　3・45
2．35　　　　1　　　　3．30
　　　　　　2．30　　　　1　　　　3。10
　　　　　　2．20　　　i　　　3．〔〕0

2・ユ5

@　1　2・85
浩2．05

1　　　　2．05

　　　　2．05

　　　　2．ool

2．75

2，65

2．60

2．55

練

渉25
ぞr

％

e

e

20

7∠

冨’　　ノ＿｛

／ ＼

’第　　四　　圓　　　　　　　　　　　　　　第四圃にヒ表の開係を示す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　硫酸に於ても亦炭酸曹逮の膓

　　　　　　　　　　　9　　　　　　　合に見られた様な現歎が現れ

　　　　　　　　　　　比　　　てゐる事を知る騨閏封ミる・
　　　　　　　　　　　嚇　　義H・s・・にて鯉・匠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　の如き練減は24．05％に過ぎ
　　　　　　　　　　　度
　　　　　　　　　　　　。△×　　　　ざるに3・8の比粘度を示して

N　　　　　　　　　　 NN
1〔，〇　　　　　　　　　二to　5

刊　　 ゐる・

3

1

o△×
Hl
三六九
〇〇〇
分分分
後後後

　第四アンモ＝ヤに」：る精練と比粘度。

無水繭層4．95瓦，蒸溜水200cc次の如き量のアンモ昌ヤ｛Sl）．gr．0、929（20°c）｝を燃加し逆流冷却

器を使用して庭理したるが．殉ほアムモ＝アの幾分損失あり。

…塗塑皇豊．．重㏄一＿土＿聖＿」＿聖＿．．L－・・鑑．．一一一

堀珪練後重量
練　減　歩　命

上ヒ　塩Ii　度　30　分後

1　時　　lll1後

3，96並2瓦

19．91％

8．5〔｝

5．55

3．82盛2

22．7生

8。25

5．35

3，79ユ0

23　．　・di　1

8．30

5，45

3．7536

24．17

8．10

d、25
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1　μ歩　3｛｝　分後

2　　時ヒ　　flt］後

2　1聯　30　分後

3　　時　　問後

3　時　3し｝分後

・1　　時　　間

‘L15

3．6【1

3．：ω

2．9｛｝

2．80

2。60

d，10

3．65

3，15

2．s5

2，65

2．60

4，25

3．35

3，10

2．s5

2，70

2．55

5．〔｝5

3．60

3．15

2．95

2．75

2，70

第鋼に」・表の糸課を示す・アン　　　　第五飼1
モ＝ヤを加ふる事に依りて練減は増　　　　　　　、　　　　　　　’

加するo帥ちアンモニヤの多い程精．

練効果も大きいが、此庭に演意すべ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2出
きは比粘度が之に枠つて減少しない

事である。アンモユヤが庭理中蒸磯

し實際に精練に作用した量は警しい　　練22

から拷へられ得るが灘しかくす婆
れば何故に練減が増加したか其訟明　　・合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　％20
に苦しまねばならぬ。解野に及ぼす
　　　　　　　　　　　　　　　　　　おアンモ昌ヤは考究され利用せられて　　　【
　　　　　　　　　　　　　　　　　　e居るが共の精練慣値に就ては充タ期　 1

、

．＼P
｝一

一闇■一一彌扁一 ~

一　　一堀

7

　比

　籾i
5

　度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　o△×
　　　　　　　　　　　　　　　　　3111
　　　　　　　　　　　　　　　　　　0△×
　　　　　　　　　　　　　　　　　　目1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　三六九
　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇〇〇
　　　　　　　　　　　　　　　　　　分分分
o．52c．c　　　］〔｝c．c　　　　20c．c　亨麦後後

にされてゐない。この黙充分に調査　　　　　　C．C

する便値ある黙である。

　第五　苛性’曹緯に依る精練。

　量容液200G．G，　勇μ…フ♪く菌駈贋4，95gv・虚理日…争陛覇一μ寺illコ

鞭蓬曜劇　魏　　一「…諜『　
塩望練後　露量

練　1威　歩　合

，、　　　　　ll　　　　　　　　　　・2．9930瓦　　　　　　　　　　3．8090　　　　　　　　　　　　3，84、05　　　　　　　　　　　　3．8518

39・53％’　　23・05　　　22説　　i　22・18

比粘度30分後
1．　r噛…　3e　分r可

2　　時　　　悶同

2　時　30　分同

3　　11ξ…　　問同

3　時　30　分同

義　　時　　　間同

4　i曝　30　分同

5　　1i｛i：　　問同

5　r聯　30　分同

6　　時　　　問同

1　　2．56　　…　　エ．20　　1　　7．30　　i　　10．15

・・2・　1　…5　1　…5
2・2° @i　2・85　1　3・35
2．20　　旨　　2．75
2。15　　　　　　　1　　　　　　2．60

2。1（）　　　　　　　　　　　　　　　2．50　　　　　　　　　　　　　　　2●70

2．05　　　　　　　　　　　　　　　　2．30　　　　　　　　　　　　　　　　2・55

2．OO　　　　　　　　　　　　2．3｛｝　　　　　　　　　　　2．40

2．00　　　　　　　　　　　2．25　　　　　　　　　　　2。30

2．OO　　　　　　　　　　　　　　　　2．20

5．75

4．60

3．85

3．35

2。85　　　　　　　　　　　3．：to

2．85

2．70

2．5〔｝

2．40

2。25　　　　　　　　　　　　　　2、35｝　　　i
　第六1翻こ上表を示す。圃に依りても明かに槻寮し得る如く苛性曹遽に依る精系束は完全にセリシンを

溶解するにとどまらす進んでフヰプロインをも損傷し非常に比粘度が低下してゐる事が牛ll明する。こ

の事はアルカリ練の欠黒占であつてこの数字及び岡に依らすとも読明されてゐた所であるが如何に共の

寄が大であるかを余等の結果が示すものと思はる。即ち苛性闘達はフヰプロインの瑚學的性質に大な

る影響を輿へるものである，」
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　　　　　　　　魏　六　圃　　　　　　　　　　　　　　　　　策六　Ch凱r掘nに依る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　精練。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 A，CI　｝raritinの側環の

　　　　　　　決一，義　成雰騰響塵菱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　度　　　　　　は酸性に於て蛋由質を分解す

練　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。保護淵度は35QCにして無

t器

1
・・ @　　　　　　　雰霧

　　．琿一　　　　　N　　　N　　N　　　　　後後後
　　　200　　　　　　100　　　50　　20

Ch・ariti・使用測　　・・。5gr　　　…gr　l　・．・gr
精・　練　後　露　最

練　　減　　歩　　合

比　粘　度　30　分　後

1　　　μ芋　　　間　同

1

時3u分同
2　　　時　　　尚　同

2　　11寺　3〔｝　分　同

31時≒「lij　I削
3　　時　　30　分　伺

3．V6（）3　　　　　　　　　　　　　　　3．7766

1：♪　．9；3

@　1　　　23・70
ti．so

6．05

4．50

3。gO

i］．th「0

3．25

8．65

5．60

4．4（，

3．85

3．35

3．20

3。10　　　　’　　　　　　　3．15

3，5691、

27．8；，

8、85

6．2〔｝

4．45

益．｛｝0

3．6u

3．30

3．15

第七賑1に上表を示す。

第　　七　　岡
30

練25
減
歩
合

％

●

0　20

＼ 丁

＼
哺

〔，．05瓦O，1　　　　　　　　　　〔）．3

9

7

比

粘

度

5　　　　　0△〉く

　　　　田
　　　　o△×
・　’田
　　　　三六九
　　　　〇QO
　　　　分分分
　　　　後後後
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B．虚理時聞の長短と精練並に比粘度o

無水繭暦0．05瓦蒸溜水200e・G・保護1胤度35°Gとす。

作用時間1 ・・時　r副 6・時　問1 …　浄問1 116　噂　　隅1　　　　　　　一一

一h　凹一一、i．一一P－－1噛

精練後　重鶯 3．9845 3．9432 3．8757 3：7940

練　減　渉　倉 19．51 20．33 21．70 2335

比粘度30分後 10．コ0 8．95 S．85 8．70

工　　時　　問同 6．60 5．95 5．80 5．45

1時一30　分同 5．35 4．70 4．工（1 4．30

2　　時　　間同 4．5ユ 3．70 3．55 3．50

21r歩　30　分同 3．60 3．30 3．25 3．20

3　　時　　間同 3．35 3．10 2．95 2．S5

3時’30　分同 2．80 2．75 2．SO 2．65

40

25

磯，，

客

㍗、。

1

一～

下 ～

／

　　　第　　八　　倒　　　　　　　　　　　第八圃に上衷の醐係を現はす。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cllエari七inが充分にセリシン分解作用を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　腐する事が前二者の實験及共を示せる第

　　　　　　　　　　　　　　g　　　　　七、八圓より判然としてゐる。この實瞼に
　　　　　　　　　　　　　　　比　　於て騨し得る現象の最も騰すぺき鰍

　　　　　　　　　　　　　　　非・li　　齢含の増加畔1耽砒粘度が低下してゐ

　　　　　　　　　　　　　　7度　　な鴫ヤである。｛ゆ藥，腿理の蠣合の椥こ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一様に糟練が行なはれす不均一に作用を受
　　　　　　　　　　　　　　　　o△x
　　　　　　　　　　　　　　5Hl　戯る紛のセリシン磯腰りて鞭の
　　　　　　　　　　　　　　　　。△×　　低下を妨げたるに基因するものであるかと
　　　　　　　　　　　　　　　　IH　考へたれば・．3r・’・）・Ch・・ri七i・にてG81翻

　　　　　　　　　　　　　　3講庭肌て・7．89％の徽を示せ・匠の・」1：

　　　　　　　　　　　　　　　盆雛　ブ・イ・を・・3瓦殊り・17°・にて・5州

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　煮沸して其溶解する物質を測定せるに1．91
4，6　　　　　　　68　　　　　92　　　　116

　　　＿＿．時間　　　　　　　　　　　　　％ありたりo之を全部セリシンと見ても1，

91％のセリシンが粘度に大なる影響を持ち來すとは考へ碍られづ㌔結局酵素の絹に及ぼす作用は他の

藥品の塩合と異なる事が考へ得られるのである。鰯吊が織維を構成せる箪位に影響して共の繊維構造

に攣化を輿へるに反して酵素は繊維の一部を分解潰化するも織維全休に損傷を與へざるに依るものと

考察し得るも以上の材料のみにては読明に困難にして多くの撲黙が存在する。殊にフヰプロインの構

燈に關しては不明にしてX線方画より論及したならば或は詮明の端緒を得ん。Chra砒lnにて精練せ

んとする時は以上の實駿より考へて牛日微温湯にて絹を庭理してセリシンを膨化せしめ後原料に劃し

て約0．1割のChravi七inを投じ4日闇30°o乃至35°cにf呆護し後1q％石鹸液にて仕一Llず練を行へば備足

の結果が得らるものと思はる。

　第七蒸溜水に依る精練と粘度

　A．精練盗度98°G（上田地方に於ける沸騰温度）に於て庭理時間の長短が精練結果に及ぼす影響、蒸

溜水200G．c，繭暦4．95瓦05分間一回蝿判㌔

巨瑚問　・・分1・糊．1＿』塑L捌剛…嗣1
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精練後重面司　d．726〔1

練減歩合1　4・52
比粘度30分後

　1．　　臨　　　閥同

　1臨　30分同
　2　’1嚇　　剛司

　2　時　30分同
　311・U’ft　ll5］同

　3時　30分同
　蔓　　li｛F　　問同

1〔）．70

6，40

5，05

盛．2（，

3．80

3，‘15

3。25

3，05

｛L盗840

10．3i）

1．v．60

6，20

5．30

強．15

3，75

3．・kO

；S．20

3，00

島，3し05

コ2．91

δ．6U

5．65

｛1，．30

3．7〔｝

3，30

3．0｛｝

2．65’

2．60

・a．〔｝575

：LIS．03

呂．35

5．‘婚

d．20

3．6t｝

3．35

2，vo

2．7「0

250

3．i）呂38

コ9．5コ．

・　　　1　　・

8，25

5．35

4．15

3．50

3，3〔｝

2．80

2。70

250

　不完全なる精練が比粘度を高く維持してゐる。帥ち一Ltリシニ・の存在が粘度を高くせしめる事が解る

銅グリーL・リンアルカリ溶液（Cu－91ycerin－all〈atlin　s　olution）のフヰマ“ロインに封する作用とセリシ

ンに封する作用が異なる爲に起るのである。セリシンの在不准が粘度に弛1く影響のある事はCu－91y・

eexi’ne－aU｛aline　solu七iou）の性質及び共の絹に射する作用及びフヰプロィンの性質を示す一つの恒

数として重覗すべき事である。

　工3．燃力釜にて行へる精練と粘度。

　繭暦は4，95瓦、水200G．G．所定の盗度に遼せる時に薩ちに火を消し自然に温度の降るを待ちて充分

に洗瀞を行ひて風乾せり。

凝・温劇・・8°・1・・71・・51・3・i・351…　1・・5
精練後重量

練減歩合

b

上ヒ牙芋f慶305｝後

1　il皐　腸同

1時BO分同
2　聯　間同

2時30分同
3　暗　問同

31曖F30分同

d．2200瓦

15・60％

d．Od95

19．e1

　　　そ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　
9・60　　［　S・70
　　　ト5，75　　　　　5．40

4。20　　　　　　4。10　．

　　　　　　　　調

：S．8712　3．8・as・D　［3．7891　3．754ユ　3．71Vd

22．57　23　．　ti312・1．22　21．…）b）　　25．61

8．15

5．15

‘Lo5

3．95　　　3．65　1　3．50
3．5〔，13．35　13．20

3．20　　　　　　3。05　　　　　2．95

2。95　　　　　　　　2．85　　　　　　　　2噂80

8・05　1　7・tl5　．　6．80　i　5．60
5．・・旨5．。5itl，・，・8”01・・．35

　　　　ti・00！4・0・i3・851　3．45
3・5｛｝　　　i　　3曾4⑪　　　…　　3・35　　　i　　　3・30

　　　　　、　　　　　　　　　　　　e　　　I3．15　　　　1　　　3．1C｝　　　　　　　3．0邑）　　　　　　　　　3。〔｝5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2・95　…2．85　　2．85　　2，tio
2。80i2－75　 2－70　　2－70

　第　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上表を第九圖に記す。

　九温度の上昇と共に練減も　瑚
　　　　　　’＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　漸次」禽加し、共に俘ぴて

P　　　　　　　　3雰霧　老へ得る・伽て鋤釜
後後後　　　　に依る精練帥ち「水練」の

108　　　　117　　　　125　　　131　135　　1・to　1．　・1　「o

　　　　　　→　温度C　　　　　　　　　　　　　．傷合は130°cを限度，とす
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べきである。

　C．）117°cに於て時問の畏短に依る精練と上蹄li度。

虹・時明　・・釧・｝ll・塒間　r・馴・1…矧
精練後重量瓦
練　　減　　澱％

」：ヒ病1「　　度　3〔，　分後

1，　　博　　　問同

：　時　3し｝　分同

2　　Pljn　　問同

2時　30　分同
3　　時　　　間同

3　i琳　30　分同

　　3，8155

　　　24．94

7．85

5．30

｛Lo〔｝

3．fto

3．20

3．〔）0

2・貫O

3，753（）

25，コ“、

6．60

広80

3．85

3．30

3．1〔，

2。85

2．70

3．7350

25。30

　6．55

　｛塾．35

　3，70

　3．25

　2．85

　2．65

　2，55

3．7132

25．73

　5．7〔〕

　4．20

　3，60

　3．20

　3．ユ5

　2．（；0

　2．50

　時闇の増加に伸ひて精練効果も大となり反捌に比粘度も非常に減少してゐる。この比粘度はフヰプ

ロイシの攣化を想像し得る位に低VO粘度で、117°cに於て30分間作用せしむる1程度にて目的は達し得

るものである。

　第八　絹糸紡績原料として工業的に精練を行ひて得たるフヰプロインの粘度。

　刺料甲、原料出殻繭12．75班i水にて前虚理、材料乙の仕上げ練の慶蔽を用ひて一回練を行ふo蒸氣

を通じ煮沸して一一時間。舞二回練は石鹸2駈炭酸曹達0，grE　i50分虎理。第一同練第＝回練後共に小洗濯

機にて絹を打ち水にてよく洗ふ。後遠心力除水器にて除オく風乾。常法にて製綿

　材料乙原料振綿18．駈の原料を一晩水にて前腱理し石鹸0．925冠炭酸曹蓬（1．555駈にて50分、二回

練は曹達0．555駈石鹸2。252（14％）にて1時間30分、他は甲に準す。

材　　　料1　　　　乙　　　　1　　　　甲
30　　分　　後
コ、　　時　　　問同

1　時…30　分同

2　　1嚇　　　間同

2　時　30　分同

3　　時　　　間同

3　博　30　分同

感　　時　　　間同

6．45

，1．．55

3．，S5

3．3（）

3．10

2．85

2．75

　　6。70

’　　4．80

　　3．95

　　3．35

　　3，ユ5

　　2．9（1

　　2，80

　　　　　　2．60　　　　1　　　2．65
tl　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

材料甲即ちli搬繭より得たるフヰプロインが比粘度高きを示す。

舞九，再生絹の比粘度

・・過嚇ll・・鋼塒・II］　i・時・・分｝・・爾・・…分1・・副・時・・分i・　ly，＄…瞬・・分｝・・…

比粘度1d・6・「・…1・…i・・951・…1・…1・・551・副・・351・…

　VisGose（20）絹がCeUllloseに比し比精度が低下してゐる様に再生絹の瘍合にも比粘度が正常なるフ

ヰプロインに比べて低下してゐる事が見られる、Cel1Ulose（或は木綿）が有する耐水性に比しVisco－

se絹が劣る様に再生絹も水に耐する，1生質は抱水性に富み漁潤時の蝿力伸度は特に悪い。帥ち自然に

存在する歌態に迄フヰプロインを再生する事が今日未だ成功し得ざる事を示してゐるものである。且

この事は本試躯に依るフヰプロィンの比粘度がフヰプロィンの攣質を明瞭に指示する事をも示してゐ　、

るものである。
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　第十　繭暦及び純檸とせるセリシンをフヰプロインに紐合せて得たる溶液の比粘慶∩

　以上の諸竃瞼より尊出し得る一一・つの事實としてセリシンのflミ在はLef）w詣∫Rctageut；に依ど，フヰプ

ロィンゾルの粘度に影響を輿へ常に高い結果を與へる事が示されたのであるが、之を謝りjする爲に繭

暦並に純檸に取出したるセリシンを次の様にフヰプriインと組合せて得faeるゾルの粘度を測定しk

り。然れどもLeoW（g，　Reage11七はセリシンを分散する力が弱くゾ川よ不均一・にして比粘度の測定は

この傷合確然たる意味をなさないが7ヰブPインのみの傷合と4）比較の爲に行つたのである。印ち繭

麿より分離せる粉末セリシンを加ふ事によりて精練不充分にて残存するセリシンの傷合の考察及諮明

の爲に行へb。

経　三鼠　時　間

30　　　　　分
1　　　11・li；　　　醐

ユ．　時　　30　　分・

2　　時　　　間
2．

栫@　30　分

繭暦　隠影多イン制㌘為イ費：1
11．85　　　　1　　　11．．4，0

　　　　　17．30　　　　　　i　　　　　7．‘1，0

　　　　　ト
5・75 @i　6・3°
4，70　　　　　1　　　　　5．7〔｝

　　　　　1
3．8｛，　　　　　　　　　　　5．10

3　　　　既寺…　　　　ロIl　　　　　　　　　3。30　　　　　　　．　　　　　　d二．35

311－fi　30分
4　　　｝i｛ポ　　問

4：　時　　30　　分

5　　時　　　間

5　時　　30　分

　　　　　　3。20　　　　［　　　　d，．25

　　　　　1
3，10　　　　　　　　　　　　　益．〔｝0

？・85　　｛　　3・7〔レ

2．85　　　1　　　3．50

2．70　　　1　　　3．30

6　　　　　疑争　　　　　Ufl　　l　　　　　　　2．50　　　　　　　　　　　　　　　3．10

ユ1．超0

7．8〔1

7．20

6．VO

〔1．20

4．95

5，60

‘1，．9〔｝

4、80

4，85

tl　．　E，o

di．80

フヰプVイン3
セ　リ　ジ　ン　2

ユ6〔｝O　．

13．45

10．（～5

9．60

S．60

8．O「b

S．05

7．‘［〔｝

7．40

7．25

7．30

7．35

第　十圃
0

i’｝1

『…

腫

＼ ：こ＝． と：：：

一…曽一

鼈

＼’

・、

測　×

一

＼
＼卜中〉

㊦

」、 ㍉＿⊥｝「、

＼、
1一 「一一

・≒髭

@一一

　　　　　　　　　　　　　　ユ3比　　　少曲糖ま7ヰ

　　　　　　　　　　　　　　　埆ll鴎△・。ブ財・の膓

『　　　　腫　　　　　一　　z1度　　　　　　合に近い。然

　　　　　　　　　　　　　　　　　口o△×o　るに1部のセ

一一一一一一一 @　　　　　9
†i　リ。。螂の

．・繭フフ7　フヰブ・・イン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　輪勢歩酬般備

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　7　厚碧耳暦の欣態に等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン　ン三と　　しくせるもの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　劉：lll灘ll

　　　　　　　　　一ヶ時間（浸演よりの）　　　　　　　　　　　　　　シンの制合の



80　　　　　　　　　　　　　　鐡　　　縣　　　醸　　　撒　　　誌　　　　　　　　　　　　　〔錦四巻

多い程減少度は少い。これは本溶酬こ割するセリシンの性質に棊因するものでcli，gperseの厭態が異

なる爲で繭暦の異なるは多分粉末とせるセリシンの繭暦を樽威するセリシンと異なる爲であると推考

する。

　第十一〇精練工程を異にせるフヰブPtインの膠質液の表面張力。

　第一より第＋迄に於ける實験の際と同様の方法にてフヰプva　iンゾルを作りて測定す。

A硫轍て精搬るもの酬後・・分後tc測定鞭は蓄無

孚溶液　　　1　　　嘉溶液　　　1　　　窪畿溶液

52・6　　「　　53・・　　1　　52・・
B・Ghraritinにて精練せるもの30分後に測定

嚇聞（…5瓦）　l　　g2時rlil　　l　　・・階1旧
・3・di @　「　　・9，，2　　1　　…2

C・水練せるもの

＿　＿一一一」　（100e）・・盆＿＿」．一＿∴・璽．　⊥．＿．・曇1円L＿

濡　　解　　後　　30　分

同　　1rl争30分
同　　　　　2　時　30　分

同　　　　　3　HfJ：，30　分

同　　　　　4　μ芋　30　分

f越　　　　　5　臨　30　分

同　　　　　鍛　　時　　　間

75．5

6d，．6

71．0

67．0

66．2

65．d．

662・　　　1　　　　・　　　1

73，4　　　　　1　　　　　72・6

（」‘t、2　　　　　　　　　　　　　　　62．2

70，0　　　　　　　　　　　　　　　　67．0

64．2　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　63，4

6些．6　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　6d二．6

64，2　　　　　　　i　　　　　　　61．4

662　　1　　65．es

　實験A及Bにて表両張力がフ“トプロインの性質を鋭敏に反映せざる事が示され、Cに於て・ヒリシン

の慶存量の多い膓合は表闘張力高い傾向を示し時間の攣1ヒに從ひての攣化は一建の傾向を認め得す（，

然しながら多撒實験を重ねる＄によりて事冨を獲見し得る事が豫想される。著者等の嘗て實駿せる絹

綜腺より探りたる液JVこ絹のkl「1に大休類1以するも其の關係に就ては考察し得す。

　以上の結果を綜合比較考察を行ふに何れの精練の蠣合1ζ於ても初めに比粘度高く次第に減少する。

而して同一精練隈の各慨の差あるものは初め稚大きく、時間の邉むに從ぴて共の差が段々減少しゆく

を見る。

　圃に現はれたる曲線型に就て論すると第五囲と第七圓即ち酵素による甑とアンモ＝ヤにて精練せる

置の剛形は類似してゐる。アンモ＝ヤの量の或一定の黒占迄は曲線は急に高くなり共後は緩漫となる、

酵素練も同一型を現はしてゐる。比粘度は塵少の差で漸減してゐる。比粘度がフヰプロインの構造の

一部をIEしく物語るとするならば以一1二二青が優れた精陳力を有する事を現してゐるものである。第一

圃の石鹸練は練賊曲線グ）割合に比粘度曲線力｛高い地位にある事が著しい。第三剛崇酸曹逮と第六職1苛

性曹達は剛形は異なるが或る黙で急激に精練効果を現はす濃度のある事が作用の彊烈な精練剤たる事

を示し，其の危瞼性をも現はしてゐるものと考察する。表酸曹達及苛性穂逮共1こ精練曲線と反封の比

粘度曲線を現はしてゐる。この事は硫酸の曲線型に就ても謂へる。第九岡は温度の一1：昇に從ひて扱物

線を謁いて精練効果を現はすも、比粘度曲線は140°145°匠は急激に減少してゐるD1．35c°以上に於て

フヰプロィンの急激に崩壊する黙が存在する爲ならん。

　曲線型は輩位の取り方IZよりても異なる故一概に論じ難きも各々精練方法の牛盤を圃に現はしてゐ
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るものである繭腓（第・H酋D及粉末セリシンを加へて新｛れるゾルの時聞に依る墾璽化曲線はフヰブ・イ

ンび）みにてなれるゾルの譜くCurV（｝と異なり城少し行く有様は鍍漫であるc，

総　　　　括

　天然絹li糸に於ける各種精練工程が共のフヰブPインの膠蟹化離的性闘τ及ぼす鮨響をLeOW6S工le－

ageu七にて作れるフヰプロインゾルの比粘度にて測定せる1こ大略次の如き結果を得たり。

　實験範關内に於ては苛性曹遼、炭酸曹達、砒酸等による精練はフヰプロィンを損傷する謝多く比粘度

が低く、墜力練は温度が極端ならざる傷合は精練効果も大にして且つ比粘度に及ぼす影響は上ヒ鯨的少

い。石鹸練もフヰプロインの理化皐的欣態に與へる影響は少く、使用中の危瞼も小さV・力呈充分にセリ

シンを除く作用ec於て劣る織である。然し綴物原料としての優黒1権精練後に増加する事は既に詔めら

れて属る所の如くである。酵素練（本試験にて梗用せるはChrari七ili）は共の粘督練能力も大であるが比

粘度は之に俘ひて減少しない。是は「絹のdepolymerisatio11」と云ふべき攣化が生する事が少い爲で

ある。何故に他の精練工雁珪に於ける傷合と共の影響が異なるかは絹の理化躍的鰍幾の究明に伴ひて推

考すぺきで爾多くの材料より論述しなければならぬ。アンモ＝ヤの精練課程も比粘度には大なる攣化

を輿へない。即ち精練効果は充分あるにもかSはらすフヰプロィンを損膓してゐない事はアンモnヤ

の絹に樹する作用の特異性に俵るものと考へ得られるSも此鼎iは倫ほ將來の研究によらねばならぬ。

再生絹は其の化墨的得生なる行r・Eが・ヰブ・インの凝鰍態に著しい攣化を興へる爲に購ll慶も低

く之れが爲に自撚に存在せる絹懸即ち羅兇によりて吐出せられたる絹繊維に比し耐水ll‘L弧力、仲度

色素に封する性質尋が異るのである。

　叉著者等の作れるLeOW6s　ReE　gen七に封しはてセリシンは分散力弱く殊に一度状態に攣化を與へ

て取禺したる粉欣セリシンに於ては一暦分散し難きを知る。

　銅グリセリンアルカリ溶液の表面張力はブヰプロィンの攣質の程度には影響少きものの如く七リシ

ンがフヰブPt　dンrl二1に存在する時は共のセリシン残存量の多少が表醐張力に攣化を與へ、多い程高く

なる結果を現はすものの様である。從つてフヰプロィンの攣質の指示法として表面張力による事は不

適當である檬に考へらる。

　繊雛素働の濠白操作によりて繊維素が攣質を來す様に天然絹綜の精練作用も絹綜のコロイF性質

に攣化を輿へる事が本麟翁によりて1糊された。繍縢と絹維は共系職全く異りて居るが共に繊維

歌構造を有する黙から見て幾多類似の黒liが存在する様に考へられ得る。中野氏が繊維素繊維（Cellu－

10se　Fibre）に就て「Fa七igue　of　Cellulof　e」と黍1奪せる現象が絹繊維に就ても藥品、熟光線、時間の経過

等に依りて起り「疲れ」を生じ絹綜を構成せる各革位闇の凝集力を失ひ強力伸度に攣化を生じ、藥晶

に樹する溶解性（solubili七y）及び分散性（disl〕eysion）カミ進展し、或は色素の吸牧狸類の吸蒲等に

も攣化が起るものと考へらるNのである。かNる攣化が絹綜の銅グリセリンアルカリ溶液の比粘度の

上にも見られるのであらう。而して此工」aewe氏試藥のフヰプロィン溶液の比粘度の攣化が絹の膠質

化學的攣性を鋭敏に指示するものである事を舷に提言し得らるるのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和六年十月二十一　1：1受理）
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人叢絹綜⑳強神農臆蘭す嶺罵罵の實験

加　　美　　好　　男

L

　本實撫洛種人澁綴i系の強力及1吸が共箪綜の夫れと姐可なる關係にあるやを矢ロらんとして行ひた

る豫佛的魔瞼なり。

　　實験第一　常態にある強伸度

編熾繍鰍棚‘長を50　・1とし、」・11y’・Sp1・i・9　b・1・・ceを胱・て荷重と紳殿の靴を測

定せり・1腫を働かしての左脚1寺鵬各洲腱し澗1定物温搬は45－5・・R6・－6r）％に保てり。

　測定の結果は第1．2表及び弟1－4岡の如し。


